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は， Smith (1942)のオオムギの PMCに闘するものたよびGloorと Staiger(1954)の
Drosophila hydeiの場合のほか，モD例を見ない.
著者の一人はオオムギの遺伝研究の際，たまたま成植物で大きさが僅か 5cm位という











































形 質 正 常 Minute 
1 000粒:a"gr 25.5土 0.55 21.9土日.32
~1 生根長 mm 153.6土 2.02 41.9土 0.83
幼芽鮪長 mm 28.8土 0.27 14.4土 0.29
第 1業長さ mm 78.4土 0.86 32.3土 0.74
11 幅 ロ1m 6.7土 0.07 6.4土 0.09
第 2業長さ mm 120.9土 2.05 37.2土1.36
h 幅 ロ1口1 4.3土 0.05 4.0土ー
明らかにする目的で，'"テ 草 ヨヒ mm 170.5:1: 2.26 92.8土 2.81





























































思われる積子10粒をシヤー ν中の湿し?と掘紙上に嬬き く室温300C前後)， 48時間ゐよび
120時間後に根端を固定して観察した.その結果によると，第2衰の如く， 48時間後の幼
根にすでに 4x，まれに8x細胞を認めた. 120時間後の観察では 8x以上の染色体をもっ
細胞も多数に認めた.
2x 
2 2x， 4x 
3 2x， 4x 
4 2x， 4x， 8x 
5 2x 
‘不明




2x， 4x， 8x 






























前期D細胞核の観察は充分ではないが， Lorz (1937)， Gentcheff & Gustafsson (1939) 












果，第6表にも示されている如く， 2系統は正常 第3表改良坊主の Minuteへテロ系統
































正常 Minute 正常 Minute に当って無意識に Minute個体
1. 49 4 41 7 の淘汰を行っていたととが判つ
2. 42 2 31 14 た.それはさきに述べ?とように
3. 41 3 31 12 Minuteを生やペき粒の外観が
4. 55 6 43 6 一見発芽不能の“不良"種子に
5a・ 41 3 42 B 似ているためである.第5表に
5b・ 112 39 108 19 は改良坊主の Minute，.._テロ系
Ga 38 3 82 4 
6b 307 103 168 51 
統を用いて粒の外観によって予
..~......・・・・...."..・......・・申......‘・・・ー・・ー・・....-..，.~..............・・・ e・・・・・・・・ め2分し?と試料を播慶して幼植
Total 678 163 546 121 物検定した結果を示した.との























…一一一一一一一一一一………………n....._一・4 ・一-一-…...".・H ・.....…一・...・-…....・H ・--
令 計 109 40 149 0.27 >0.5 
が，また異常粒からは正常個体がごく僅かしか現われたいととを示して治り，しかも系統
全体として明かに正常と Minuteが 3:1の分離をするととを示している.君主治試みに粒
の肉眼鑑定によって， その系統が Minuteについて h テロであるかどうかを若干調べて
みた.その結果によると， 105系統の中から，Minute......テロ系統を肉眼的に選ぴ得た確
からしさは0.87であり，一方正常ホモ系統の夫れは0.57であった.後者の確率の低いの


















年次 ホモ個体 h テロ個体 計
48 2 6 8 
49 14 27 41 
50 8 21 29 
51 29 66 95 
52 65 104 167 
54 71 142 213 
計 189 366 555 








第 7表 農林陳3号x改良坊主ヘテロ個体の F2における正常と Minuteの分離
系 統 正常 Minute 計 X宮 P 
常 粒 479 94 573 22.58 <0.05 
常 粒 50 57 107 45.61 <0.05 
昔十 529 151 680 2.83 >0.05 
2 330 112 442 
同...・ー...・..__....u・・・・e・4・・・・・ー・・ー・・ー・・・_.....'"ー..ー・.................._u....・・・・・・・a・・...........・・ー・.....・-ー・・・ー.伽....
総 計 859 262 1122 1.43 0.5-0.2 
以上の結果によると，これらの材料に関する限り.Minuteは正常に対して明らかに単
劣性の主遺伝子に支配されるととが認められる.しかし，ととに注目すべきととは交雑の




















6.倍数性の程度は 4xから 30x以上にまで及ぶ・ E大君主1個の棋をもっ細胞や大小多
数の援を持つ細胞が見られる.
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左.正常， 右. Minute 
第 3図 成植物の比較 A.正常， B. Minute 
第4図根の縦断面白ax'i2) 第5図 Minuteの根の縦断面白"x400)
左.正常， 右.Minute 
第8図根端の横断商.(o"x 72)左は正常，右は Minuteで，
下の 2 つは失淵)'::j也、部分，上はそこから2~Oμ上の部分
第 B 図
Minute個体の老化した
業の表皮 Cc.x209) 
第 7図
正常個体の葉の表皮
Cc.x 2(}(}) 
第 9 図
Minute個体の老化した
葉の表皮く，()l¥x 180) 
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第 10図 Minuteの狼端における倍数性核板
上.同一視野にみられる種々の倍数性核板.図中左4x(3n=28)， 
右8x(3n=56)，中4xく3n=38)?，上3xく3n=14)
左下. 3n=ea340 右下.後期の核板，約43f.l個の娘染色体を示す.
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